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今
年
10
月
か
ら
、
当
所
で
は
、

事
業
構
想
大
学
院
大
学
と
の
共

催
で
「
小
田
原
箱
根
事
業
構
想

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
の
政
策
が
世
界
を

混
乱
に
陥
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
に
関
し
て
は
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
で
、
い
わ
ゆ
る
専
門
家

の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
メ

ン
ト
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
ど
れ
が
正
鵠
を
射

て
い
る
か
な
か
な
か
判
断
が
難

し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
と
は

言
い
つ
つ
、
素
人
の
私
見
な
が

ら
、
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
く

べ
き
と
思
う
こ
と
を
ひ
と
つ
だ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
を
開
講

し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小

け
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
関
税
に
関
す
る
日
米
貿
易
協

定
（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
①
）

の
存
在
で
す
。
困
難
な
交
渉
を

経
て
合
意
に
至
り
、
２
０
１
９

年
10
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に

て
当
時
の
日
本
の
駐
米
大
使
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
通
商
代
表

が
署
名
し
（
２
０
１
９
年
10
月

４
日
　
日
米
貿
易
協
定
サ
イ
ド

レ
タ
ー
（
表
紙
・
英
文
）（
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
②
））、
12
月

に
は
日
本
の
国
会
で
承
認
後
、

両
国
間
で
相
互
の
通
告
を
実
施

（
ア
メ
リ
カ
で
は
国
内
の
ル
ー

ル
で
国
会
承
認
は
不
要
）
を
経

て
、
２
０
２
０
年
１
月
に
発
効

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
関

税
（
自
動
車
を
除
く
）
に
関
し

て
は
既
に
両
国
で
合
意
さ
れ
た

田
原
・
箱
根
地
域
の
会
員
地
元

企
業
が
集
い
、
異
業
種
の
参
加

者
が
１
年
間
を
か
け
て
新
し
い

価
値
や
事
業
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
研
究
会
で
す
。

　
研
究
会
で
は
、
事
業
構
想
サ

イ
ク
ル
の
う
ち
、
発
・
着
・
想
、

構
想
案
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

リ
サ
ー
チ
、
計
画
、
投
資
側
と

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
研
究
を

し
な
が
ら
、「
事
業
構
想
計
画

書
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
と
共
催
す
る
形

式
で
の
開
講
は
、
全
国
初
の
試

み
と
な
り
ま
す
。
１
年
間
で
24

回
あ
る
研
究
会
で
は
、
国
の
財

政
支
援
（
８
割
）
が
活
用
で
き

ま
す
。

　
新
事
業
の
創
出
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
新
た
な
価
値
創
出
を

目
指
す
企
業
の
経
営
幹
部
・
経

営
者
の
皆
様
は
、
是
非
、
研
究

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
ご
検
討

を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】

10
名
程
度

【
期
間
・
回
数
】

２
０
２
５
年
10
月
〜
２
０
２
６

年
９
月
の
間
の
全
24
回

（
各
回
４
時
間
）

ル
ー
ル
が
存
在
し
ま
す
。

　
今
回
の
ア
メ
リ
カ
の
物
言
い

は
、
そ
れ
を
な
か
っ
た
こ
と
の

よ
う
に
一
方
的
に
関
税
を
上
げ

る
と
言
っ
て
来
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
交
渉
に
先
立
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
が
日
米
貿
易
協
定
を

破
棄
す
る
の
か
、
は
た
ま
た
変

更
し
た
い
の
か
を
問
い
詰
め
な

い
日
本
の
姿
勢
は
い
か
が
な
も

の
か
と
思
い
ま
す
。
既
に
合
意

し
た
こ
と
や
法
律
で
決
め
ら
れ

た
こ
と
を
無
視
す
る
権
力
者
が

率
い
る
政
府
が
相
手
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
す
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
得
意
だ

と
自
画
自
賛
し
て
い
る
「
デ
ィ​

ー
ル
（
取
引
）」
で
は
、
最
初

に
声
を
荒
げ
て
恫
喝
し
、
あ
る

い
は
相
手
が
飲
み
そ
う
に
な
い

高
い
ハ
ー
ド
ル
を
示
す
こ
と
で
、

向
上
や
企
業
全
体
の
活
力
を
高

め
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
若
手
社
員
の
強
み
や
活
躍
を

認
め
る
こ
と
で
、
帰
属
意
識
や

　
当
所
会
員
事
業
所
に
勤
務
す

る
、
入
社
９
年
以
内
の
若
手
社

員
が
発
揮
す
る
強
み
や
活
躍
を

評
価
し
、
そ
の
貢
献
を
広
く
称

賛
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
意
欲

相
手
が
下
手
に
出
た
り
、
ひ
る

ん
だ
隙
に
、
歩
み
寄
っ
た
ふ
り

を
し
て
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
少

し
下
げ
た
条
件
を
提
示
し
飲
ま

せ
る
、
自
分
に
都
合
の
よ
い
条

件
を
認
め
さ
せ
る
と
い
う
の
が

常
套
手
段
で
す
。
ま
さ
に
脅
し

す
か
し
で
す
。
そ
の
技
に
振
り

回
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
相
手
に
は
、
受
け

る
側
に
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要

で
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
対
し
て

は
、
冷
静
に
全
て
計
算
ず
く
で
、

ち
ゃ
ぶ
台
返
し
の
そ
ぶ
り
を
見

せ
る
か
、
相
手
を
怒
ら
せ
る
か

し
て
相
手
の
感
情
を
揺
さ
ぶ
り

冷
静
な
判
断
の
邪
魔
を
し
、
そ

の
反
応
を
観
て
、
次
の
一
手
を

打
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
10
年
ほ
ど
暮
ら

し
会
社
経
営
に
携
わ
っ
た
私
の

拙
い
経
験
か
ら
も
、
人
間
関
係

を
壊
滅
的
に
せ
ず
に
保
ち
つ
つ
、

ギ
リ
ギ
リ
の
交
渉
す
る
と
い
う

の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
す
る
上
で
常
識
的
な
こ
と
と

言
え
ま
す
。

　
安
全
保
障
が
絡
ん
で
い
る
と

い
う
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
複

雑
な
状
況
が
、
日
本
の
立
場
を

弱
く
し
て
い
る
と
い
う
現
実
は

あ
る
も
の
の
、
相
手
が
「
デ
ィ​

ー
ル
（
取
引
）」
だ
と
言
う
な
ら
、

我
が
国
は
も
う
少
し
し
た
た
か

に
振
る
舞
っ
て
も
い
い
の
で
は

と
思
う
の
で
す
。「
デ
ィ
ー
ル

（
取
引
）」
に
よ
っ
て
双
方
Ｗ
Ｉ

Ｎ

－

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
構
築
で

き
な
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
は
長
続

き
し
な
い
の
が
世
の
常
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
と

も
何
を
し
て
く
る
か
分
か
ら
な

い
相
手
で
す
か
ら
、
日
本
経
済

全
体
も
私
た
ち
中
小
企
業
の
経

営
も
大
な
り
小
な
り
影
響
を
受

け
る
こ
と
は
免
れ
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

　
当
所
で
は
緊
急
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
何
か
あ
れ
ば
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
体
制

を
日
本
商
工
会
議
所
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
整

え
て
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
張
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
可
能
と
す
る
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
海
の
向
こ
う
の
予
測

不
能
な
リ
ー
ダ
ー
が
何
を
言
お

う
と
、
こ
の
国
の
、
特
に
こ
の

地
域
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
な
く
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
可
能
性
も
不
変
だ
と
思

い
ま
す
。
今
年
度
の
計
画
に
掲

げ
た
取
り
組
み
を
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
当
所
の
取
り
組
み
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
最

大
限
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
御
社
が
不
確
実
な
時
代

を
生
き
延
び
、
成
長
を
遂
げ
ら

れ
る
お
手
伝
い
を
で
き
れ
ば
所

員
一
同
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、

企
業
全
体
の
士
気
向
上
に
繋
が

り
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
、
当
所
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
新
し
い
事
業
を
通
じ
て
、

社
員
の
成
長
と
企
業
の
発
展
に

繋
げ
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
10
日
、
鈴
木
会
頭
は
、

定
例
の
記
者
会
見
を
実
施
し
ま

し
た
。
会
見
で
は
、「
令
和
７

年
度
会
頭
所
信
・
活
動
計
画

に
つ
い
て
」「
地
域
で
が
ん
ば

る
若
手
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
」

「
知
っ
て
、
活
か
し
て
、
つ
な

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ
ア
〜

令
和
７
年
度
会
員
大
会
〜
に
つ

い
て
」
な
ど
当
所
の
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
、
当
所
の
活
動
を

内
外
に
発
信
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
今
年
10
月

か
ら
始
ま
る
事
業
構
想
大
学
院

大
学
と
の
共
催
事
業
「
小
田
原

箱
根
事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
」
の
開
講
に
際
し
、
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
と
学
校
法

人
先
端
教
育
機
構
事
業
構
想
大

学
院
大
学
と
の
「
小
田
原
箱
根

事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
」
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式

も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

会
頭
コ
ラ
ム（
第
110
回
）

会
頭
　
鈴
木 

悌
介

「
デ
ィ
ー
ル

「
デ
ィ
ー
ル

（
取
引
）」
と
は

（
取
引
）」
と
は

㈱
ダ
イ
ド
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
Ｄ
ｉ
ｖ
　
Ｓ
Ｃ

事
業
部
部
長
　

兼
　

開
発
部
部
長
　

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
支
配
人

新
保
　
克
紀
氏

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
、
前
任
の
船
水
宣
邦
氏

に
代
わ
り
２
号
議
員
に
就
任
。

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
　

西
湘
局

局
長
　
原
　
聡
氏

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
、
前
任
の
平
林
達
樹
氏

に
代
わ
り
１
号
議
員
に
就
任
。

職
務
執
行
者

変
更
の
お
知
ら
せ
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§
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§
§
§
§
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§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

事
業
構
想
大
学
院
大
学
と

事
業
構
想
大
学
院
大
学
と

事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
関
す
る

事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
　
研
究
会
を
開
講

連
携
協
定
を
締
結
　
研
究
会
を
開
講

経
営
人
材
育
成
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
事
業

経
営
人
材
育
成
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
事
業

「
小
田
原
箱
根
事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」

「
小
田
原
箱
根
事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」

（４月10日）（４月10日）
商工会議所の事業を内外に発信商工会議所の事業を内外に発信
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H
H
H
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②
日米貿易協定
サイドレター

①
関税に関する
日米貿易協定

鈴木会頭鈴木会頭
定例記者会見を実施定例記者会見を実施

【
費
用
】

一
人
　
１
８
０
万
円

（
厚
生
労
働
省
の
新
た
な
助
成

制
度
に
よ
り
、
最
大
１
４
５
万

円
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
但
し
、

諸
条
件
あ
り
。
詳
細
は
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。）

【
会
場
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

【
主
催
】

事
業
構
想
大
学
院
大
学

事
業
構
想
研
究
所

【
共
催
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

【
後
援
】

神
奈
川
県

協定書を手にする小端専務理事（左）と鈴木会頭（右）

若
手
の『
き
ら
り
輝
く
』強
み
を
評
価
し
て
、

　
　
　
　
企
業
の
成
長
を
後
押
し
し
ま
せ
ん
か
？

当
所
で
新
し
く

を
実
施
し
ま
す

「
地
域
で
が
ん
ば
る
若
手
顕
彰
事
業
」

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

知
り
た
い 

を

伝
え
た
い！
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灰
が
落
ち
な
い
お
香
立
て

デ
ザ
イ
ン
賞
の
ひ
と
つ
で
あ
る​

「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
　

２
０
２
５
」
を
受
賞
し
、
大
き

な
注
目
を
集
め
た
。

　
独
立
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て

は
、「
よ
り
深
く
、
よ
り
丁
寧

に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
向
き
合
い
、

本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
を
つ

く
り
た
い
」
と
語
る
。「
流
行

や
見
た
目
の
格
好
良
さ
よ
り
も
、

そ
の
人
や
企
業
の
本
質
を
掘
り

下
げ
、
人
々
の
役
に
立
つ
も
の

を
届
け
た
い
」
と
話
す
姿
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
真
摯
な
姿

勢
が
に
じ
む
。

　
瀧
澤
氏
が
初
め
て
広
く
注
目

を
集
め
た
の
が
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

へ
の
対
応
」、「
生
産
性
向
上
へ

の
取
組
」、「
複
雑
化
・
高
度
化

す
る
多
様
な
経
営
課
題
」
の
諸

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要

と
す
る
事
業
所
へ
専
門
家
の
派

遣
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
専
門
家
を
派
遣
す
る
に
は
、

ま
ず
各
種
制
度
改
正
に
対
す
る

　「
本
当
に
必
要
な
も
の
を
作

り
た
い
」。

　
そ
う
語
る
の
は
、
神
奈
川

県
南
足
柄
市
出
身
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
瀧
澤
　
光
氏
だ
。

　
東
京
造
形
大
学
お
よ
び
同
大

学
大
学
院
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、

卒
業
後
は
大
手
メ
ー
カ
ー
に
数

年
間
勤
務
。
そ
の
後
、「
Ｃ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

－

ｂ
ｏ
ｎ
．（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ユ
ニ
ッ
ト
・
ボ
ン
）」
を
立
ち

上
げ
、
現
在
は
地
元
・
南
足
柄

市
を
拠
点
に
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
２
０
２
５
年
に
は
、
灰

が
落
ち
な
い
と
い
う
画
期
的
な

お
香
立
て
を
開
発
。
世
界
三
大

　
当
所
で
は
、「
制
度
改
正
等

の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
」

に
よ
る
各
種
専
門
家
の
派
遣
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
同
事
業
で

は
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
な

ど
の
労
働
法
制
や
税
制
度
等

の
各
種
制
度
改
正
へ
の
対
応
」、

「
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
リ
ー
ン
化

Ｏ
　
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
　
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ
　
２
０
２
２
」
で
の
優

秀
賞
受
賞
だ
。
こ
の
受
賞
を
き​

っ
か
け
に
、「
僕
た
ち
は
良
い

意
味
で
凡
人
だ
か
ら
、
気
取
っ

た
自
己
満
足
な
商
品
開
発
は
や

め
よ
う
」
と
い
う
想
い
を
明
確

に
し
、「
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　

ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

－

ｂ
ｏ
ｎ
．」
と
い

う
名
前
に
そ
の
意
思
を
込
め
た
。

　
創
業
に
あ
た
っ
て
は
、
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
に
も
相
談
。

補
助
金
の
申
請
や
事
業
計
画
書

作
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
ほ

か
、
同
商
工
会
議
所
が
主
催
す

る
起
業
ス
ク
ー
ル
も
受
講
し
卒

業
し
た
。「
創
業
に
必
要
な
知

識
や
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

今
の
自
分
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
に
な
っ
た
」
と
振
り
返

る
。

　
創
業
当
初
は
不
安
も
あ
っ
た

が
、「
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を

丁
寧
に
」
と
い
う
信
念
を
貫

い
た
結
果
、
次
第
に
仕

事
が
紹
介
を
通
じ
て
広

が
っ
て
い
っ
た
。「
誰

か
の
人
生
や
挑
戦
に
寄

り
添
う
、
そ
ん
な
存
在

で
あ
り
た
い
」
と
語
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、「
も
っ
と
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
活
動
し
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
る
。
小
田
原
や

箱
根
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

伝
統
工
芸
に
デ
ザ
イ
ン
の
力
で

関
わ
り
、
そ
の
魅
力
を
広
め
て

い
き
た
い
と
い
う
。

　
瀧
澤
氏
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
単

な
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
制
作
で
は

終
わ
ら
な
い
。
依
頼
者
の
想
い
、

ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
し
て
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
す
く
い
上
げ
、

真
に
〝
必
要
と
さ
れ
る
も
の
〟

を
形
に
し
て
い
く
。

　「
気
取
ら
ず
、
で
も
誠
実
に

必
要
な
も
の
を
」。
そ
ん
な
姿

勢
に
共
感
し
た
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
瀧
澤
氏
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
些
細
な

ア
イ
デ
ア
や
疑
問
か
ら
、
思
い

が
け
な
い
〝
か
た
ち
〟
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

課
題
に
つ
い
て
当
所
職
員
に
ご

相
談
し
て
頂
き
、
そ
の
課
題
解

決
に
適
切
な
専
門
家
を
派
遣
す

る
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
家
派
遣

を
実
施
し
ま
す
。
派
遣
の
費
用

は
無
料
で
課
題
解
決
の
状
況
に

よ
り
、
複
数
回
（
最
大
３
回
）

の
派
遣
も
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
当
所
は
、
６
月
３
日（
火
）・

６
月
４
日（
水
）に
、小
田
原
市
・

箱
根
町
内
で
事
業
を
営
む
商
工

業
者
と
新
規
創
業
者
を
対
象
に
、

資
金
繰
り
に
関
す
る
公
的
支
援

制
度
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
場
所
・
時
間
等
】

小
田
原
会
場

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
　

２
階
大
会
議
室

６
月
３
日（
火
）

10
時
00
分
〜
16
時
00
分

箱
根
会
場

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
　

箱
根
支
部
　
会
議
室

６
月
４
日（
水
）　

10
時
00
分
〜
16
時
00
分

【
相
談
可
能
な
融
資
制
度
】

◦
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制

度◦
神
奈
川
県
融
資
制
度

◦
小
田
原
市
融
資
制
度

◦
神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会
保

証
制
度

◦
マ
ル
経
融
資
制
度

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
当
所
で
は
、
小
田
原
箱
根
地

域
で
気
候
変
動
の
緩
和
や
環
境

保
全
に
関
す
る
取
組
に
関
し
て

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
企
業
及

び
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
、
事
業
者
等
の
気
候

変
動
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と

環
境
配
慮
活
動
の
さ
ら
な
る
普

及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
顕
彰
事
業
「
第
３
回
小
田

原
箱
根
気
候
変
動
ア
ワ
ー
ド
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
月
号
の

会
報
で
は
、
特
別
賞
に
選
出
さ

れ
た
㈱
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
様
の
取

組
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
取
組
の
内
容

　
フ
ー
ド
ロ
ス
を
徹
底
的
に
無

く
す
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｏ
Ｘ
　
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
で
お

客
様
に
ご
提
供
出
来
な
い
食
材
、

特
に
毎
日
沢
山
出
る
、
ト
マ
ト

と
玉
ね
ぎ
の
端
。
こ
れ
を
使
い
、

一
緒
に
経
営
し
て
い
る
温
泉
宿

の
朝
食
の
ス
ー
プ
を
使
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
玉
ね
ぎ
は
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
に
使
う
ソ
ー
ス
な
ど
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
形

が
悪
く
使
え
な
い
バ
ン
ズ
を

使
っ
て
、
サ
ラ
ダ
用
の
ク
ル
ト

ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
余
っ
て
し
ま
う
食
材
に
関
し

て
は
ス
タ
ッ
フ
の
賄
い
で
残
ら

ず
食
べ
て
お
り
、
フ
ー
ド
ロ
ス

は
ほ
ぼ
０
で
運
営
で
き
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
照
明
の
オ
フ
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ら
ゴ
ミ
の
削

減
は
常
に
み
な
と
相
談
し
な
が

ら
環
境
に
優
し
い
事
業
で
あ
る

事
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
て
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
取
組
の
効
果

　
フ
ー
ド
ロ
ス
を
無
く
す
こ
と

は
、
コ
ス
ト
を
減
ら
す
事
に
繋

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ゴ
ミ
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

宿
の
ス
ー
プ
を
別
で
作
ろ
う
と

す
る
、
や
ク
ル
ト
ン
を
別
で
作

ろ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
に
コ
ス

ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
材

料
を
発
注
す
る
労
力
、
在
庫
を

管
理
す
る
労
力
、
配
送
、
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
も
か
か
り

ま
す
。

　
ゴ
ミ
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
コ
ス
ト
が
増
え
、
ゴ
ミ
を

燃
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と

な
り
、
二
酸
化
炭
素
が
増
え
て

い
き
ま
す
。
企
業
の
経
営
の
観

点
か
ら
も
無
駄
を
な
く
す
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
、
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
ア

ク
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お

仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

私
た
ち
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
を
し
っ
か
り
と
し
、
お
客

様
や
住
人
へ
も
伝
え
、
自
然
を

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
箱
根
小
田
原
が
地
球
に
や
さ

し
い
、
持
続
可
能
な
場
所
に

な
っ
て
行
く
事
が
、
未
来
、
小

田
原
箱
根
に
似
合
う
、
皆
の
憧

れ
る
場
所
に
な
る
た
め
に
必
要

な
美
し
い
姿
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
出
来
な
い
事
も
あ
り
ま
す

が
、
時
を
得
て
出
来
る
様
に
な

る
事
が
一
つ
ず
つ
あ
っ
た
り
し

ま
す
。
意
識
す
る
事
、
と
て
も

大
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

❖
❖
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❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

創
業
者
連
載

創
業
者
連
載

瀧
澤
光
氏

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ–

ｂ
ｏ
ｎ
．

〝
本
当
に
必
要
な
も
の
〟
を
形
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
を

─
瀧
澤
氏
に
聞
く
、
創
業
の
原
点
と
こ
れ
か
ら

特
別
賞　

受
賞
企
業
紹
介

㈱
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

小
田
原
箱
根
気
候
変
動
ア
ワ
ー
ド

令
和
６
年
度

第3回

資
金
繰
り
に
関
す
る

資
金
繰
り
に
関
す
る

公
的
融
資
相
談
会
を
開
催

公
的
融
資
相
談
会
を
開
催

６
月
３
日
・
４
日

６
月
３
日
・
４
日

　
小
規
模
事
業
者
等
が
、
今
後

複
数
年
に
わ
た
り
相
次
い
で
直

面
す
る
制
度
変
更
等
に
対
応
す

る
た
め
に
取
り
組
む
販
路
開
拓

等
の
取
組
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
雇

用
や
産
業
を
支
え
る
小
規
模
事

業
者
等
の
生
産
性
向
上
と
持
続

的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
自
ら
策
定
し
た
持
続
的
な
経

営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ

く
販
路
開
拓
等
の
取
組
や
、
そ

の
取
組
と
併
せ
て
行
う
業
務
効

率
化
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組

を
支
援
す
る
た
め
、
そ
れ
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

【
補
助
上
限
】

50
万
円

※
上
記
金
額
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス

特
例
対
象
事
業
者
は
、
50
万
円

の
上
乗
せ
、
賃
金
引
上
げ
特
例

対
象
事
業
者
は
、
１
５
０
万
円

の
上
乗
せ
、
両
特
例
対
象
事
業

者
は
２
０
０
万
円
の
上
乗
せ

【
補
助
率
】

２
／
３
（
賃
金
引
上
げ
特
例
の

う
ち
赤
字
事
業
者
は
３
／
４
）

【
対
象
経
費
】

機
械
装
置
等
費
、広
報
費
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
関
連
費
、
展
示
会
等

出
展
費
（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

展
示
会
・
商
談
会
等
を
含
む
）、

旅
費
、
新
商
品
開
発
費
、
借
料
、

委
託
・
外
注
費

　
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳

細
は
、
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
平
素
よ
り
当
商
工
会
議
所
の

会
報
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
発
行
の
会
報​

【
第
７
３
５
号
】
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
「
専
門
家
・
連
携
相

談
一
覧
」
の
記
事
内
容
に
、
一

部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
融
相
談
（
予
約
制
）
の
日
時

に
つ
い
て

【
誤
】
毎
月
第
２
水
曜
日
・
金

曜
日

【
正
】
曜
日
の
指
定
は
な
し

　
会
員
の
皆
さ
ま
お
よ
び
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
再
発
防
止
に
努
め
、
よ
り
正

確
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
一
層
注
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

新
た
な
販
路
開
拓
に
向
け
て

新
た
な
販
路
開
拓
に
向
け
て

制
度
改
正
・
働
き
方
改
革
・
Ｄ
Ｘ
対
応
を
支
援

制
度
改
正
・
働
き
方
改
革
・
Ｄ
Ｘ
対
応
を
支
援
！！

専
門
家
派
遣
制
度
の
ご
紹
介

専
門
家
派
遣
制
度
の
ご
紹
介

瀧澤　光氏（左）と田村　開氏（右）

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

特
別
賞
に
選
出
さ
れ
表
彰
を
受
け
た

㈱
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ　

竹
内
さ
や
香
氏

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

第17回第17回

申
請
は
お
早
め
に

申
請
は
お
早
め
に

　
（
申
請
期
限　
令
和
７
年
６
月

　
（
申
請
期
限　
令
和
７
年
６
月
1313
日
㈮
）

日
㈮
）

前
号
掲
載
内
容
の
誤
り
に

つ
い
て
の
お
詫
び
と
訂
正

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

77
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令和７年３月16日〜令和７年３月16日〜
４月15日までの入会の方４月15日までの入会の方新新しいしい会員会員さんですさんです

く
、
不
衛
生
で
あ
る
と
お
悩
み

で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
当
所
経
営
相
談
員

が
神
奈
川
県
観
光
客
受
入
環
境

整
備
費
補
助
金
を
紹
介
。
外
国

人
観
光
客
の
周
遊
に
資
す
る
受

入
環
境
整
備
や
、
新
た
な
観
光

需
要
へ
の
体
制
整
備
に
活
用
で

き
る
補
助
金
で
、
２
分
の
１
補

助
、
補
助
上
限
１
０
０
万
円
と

い
う
内
容
で
し
た
。

　
経
営
相
談
員
と
二
人
三
脚
で

申
請
書
を
作
成
し
、
採
択
。
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
図
り
、
衛
生

的
な
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
座
り
や
す
く
立
ち
や
す
い

構
造
か
ら
、
お
客
様
の
不
便
を

解
消
す
る
仕
掛

け
づ
く
り
の
一

つ
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
ま

た
、
ト
イ
レ
の

段
差
解
消
や
、

自
動
洗
浄
小
便

器
や
自
動
排
水

手
洗
い
器
の
設

置
も
実
施
し
、

　
１
６
８
６
年
か
ら
小
田
原
で

鋳
物
業
を
営
む
柏
木
家
。
小
田

原
鋳
物
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

現
代
に
合
っ
た
鳴
物
や
花
器
、​

仏
具
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

工
房
横
の
店
舗
は
古
く
か
ら
栄

え
た
産
業
文
化
を
今
に
伝
え
る

地
域
資
産
を
紹
介
す
る
「
小
田

原
街
か
ど
博
物
館
」
に
小
田
原

市
か
ら
認
定
を
受
け
て
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
加
え
て

比
較
的
ご
年
配
の
外
国
人
観
光

客
が
良
く
来
店
さ
れ
ま
す
。
和

式
ト
イ
レ
に
慣
れ
て
い
な
い
外

国
人
観
光
客
は
転
倒
す
る
リ
ス

ク
も
あ
り
、
加
え
て
和
式
ト
イ

レ
は
洗
浄
時
に
水
撥
ね
し
や
す

快
適
な
来
店
環
境
を
提
供
。
伝

統
工
芸
の
心
に
触
れ
つ
つ
、
気

軽
に
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
お
も
て
な
し
の
雰
囲
気

を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　「
た
だ
伝
統
工
芸
に
触
れ
て

い
た
だ
く
だ
け
の
店
舗
で
な
く
、

本
補
助
金
の
活
用
に
よ
り
当
店

が
小
田
原
市
内
の
観
光
滞
在
中

の
『
ひ
と
や
す
み
ス
ポ
ッ
ト
』

と
な
り
え
た
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
店
内
滞
留
時
間
も
増
加

し
、
観
光
客
と
の
触
れ
合
い
の

機
会
も
増
え
、
新
た
な
潮
流
と

し
て
観
光
客
同
士
と
交
流
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と

柏
木
さ
ん
は
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
現
代
生
活
に
適
し
た
風
鈴
や

お
り
ん
な
ど
の
鳴
物
、
花
器
、

茶
道
具
…
工
場
独
自
で
配
合
さ

れ
た
合
金
の
音
色
を
是
非
店
舗

で
ご
体
感
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

お
気
に
入
り
の
音
色
に
出
会
え

ま
す
よ
。

【
㈱
柏
木
美
術
鋳
物
研
究
所
】

小
田
原
市
中
町
３

－

１

－

22

営
業
時
間

：

９
時
～
17
時

定
休
日

：

第
２
・
４
・
５
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祭
日

☎
０
４
６
５（
22
）４
３
２
８

Ｈ
Ｐ

：h
ttp
s://k
-im
o
n
o
.

c
o
m　

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
で

は
、
神
奈
川
労
働
局
職
員
を
講

師
に
迎
え
、「
雇
用
関
係
等
助

成
金
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
有
期
雇
用
労
働
者
の
賃
金
引

上
げ
や
職
場
外
研
修
、
業
務
効

率
化
設
備
の
導
入
な
ど
に
活
用

で
き
る
助
成
金
の
概
要
、
申
請

時
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
、
活

　
昨
年
12
月
よ
り
マ
イ
ナ
保
険

証
（
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録

を
行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
健

康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
行
わ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
修
学
旅
行
等
の
学
校

行
事
や
部
活
動
の
合
宿
・
遠
征

等
に
お
い
て
は
、
児
童
・
生
徒

が
医
療
機
関
・
薬
局
を
受
診
等

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
備

え
て
、
健
康
保
険
証
の
写
し
を

持
参
さ
せ
る
取
り
扱
い
が
一
部

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
児
童
・

生
徒
本
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ​

ー
ド
を
持
た
せ
る
こ
と
へ
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
に
お
い
て
も
、
園
児
等

が
医
療
機
関
・
薬
局
を
受
診
等

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
備

え
て
健
康
保
険
証
の
写
し
を
園

が
預
か
る
取
り
扱
い
が
一
部
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
の
で
、
写
し

を
提
出
で
き
な
い
」
と
い
う
声

も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は

文
部
科
学
省
・
こ
ど
も
家
庭
庁

と
も
協
議
し
た
上
で
、
２
０
２

用
事
例
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

　
助
成
金
の
活
用
に
ご
興
味
の

あ
る
経
営
者
・
経
理
担
当
者
の

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

６
月
４
日（
水
）

15
時
00
分
～
16
時
30
分

【
会
場
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

５
年
２
月
に
日
本
医
師
会
等
に

対
し
て
、
事
務
連
絡
『「
健
康

保
険
証
の
廃
止
に
伴
う
修
学
旅

行
等
の
学
校
行
事
や
部
活
動
の

合
宿
・
遠
征
等
に
お
け
る
児
童

生
徒
本
人
の
被
保
険
者
資
格
の

確
認
方
法
に
つ
い
て
」
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
』
を
発
出
し
、

修
学
旅
行
等
の
学
校
行
事
、
部

活
動
の
合
宿
・
遠
征
等
や
、
保

育
園
で
の
発
病
時
等
に
医
療
機

関
等
を
受
診
す
る
と
き
に
は
、

次
の
も
の
を
医
療
機
関
・
薬
局

に
提
示
す
る
と
い
っ
た
方
法
に

よ
り
、
保
険
診
療
・
保
険
調
剤

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確
認

の
結
果
、
療
養
の
給
付
を
受
け

る
資
格
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、

窓
口
負
担
と
し
て
自
己
負
担
分

（
３
割
分
等
）
と
す
る
対
応
を

明
示
し
て
い
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
表
示
さ

れ
る
被
保
険
者
資
格
情
報
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
あ
ら
か
じ
め

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
又
は

そ
の
印
刷
物

◦
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
又
は

そ
の
写
し

◦
資
格
確
認
書
の
写
し

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
庁
は
「
保

大
会
議
室
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

も
可
）

【
定
員
】

50
名
（
先
着
順
）

【
受
講
料
】

無
料
（
会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
）

お
申
込
み
は
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
一
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

育
所
等
へ
の
通
園
時
や
学
校
行

事
等
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
等

の
保
険
資
格
の
確
認
に
つ
い

て
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
公
開

し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
医
療

保
険
の
資
格
情
報
を
確
認
す
る

方
法
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説

明
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
か
ら

質
問
を
受
け
た
場
合
等
は
、
こ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
上
手
に
活

用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
情
報
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

　
若
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
を

創
出
し
、
若
者
が
描
く
夢
を
実

現
で
き
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、「
お
だ
わ
ら​

若
者
応
援
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」​

に
て
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
若
者
な
ら
で
は
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
採
択
と
な
っ

　
会
員
の
皆
様
よ
り
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
施
設
の
割

引
入
場
券
を
、
期
間
限
定
に
て

販
売
い
た
し
ま
す
。
各
施
設
の

申
込
書
は
今
月
号
に
同
封
し
て

い
る
ほ
か
、
当
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

【
大
磯
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
】

４
９
０
０
円（
通
常
大
人
価
格
）

２
９
０
０
円（
会
員
特
別
価
格
）

【
箱
根
小
涌
園
ユ
ネ
ッ
サ
ン
】

３
５
０
０
円（
通
常
大
人
価
格
）

２
５
０
０
円（
会
員
特
別
価
格
）

※
お
子
様
の
価
格
等
に
つ
い
て

た
方
に
は
、
市
か
ら
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
で
、
ア
イ
デ
ア

の
具
現
化
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
本
事
業
の
財
源
と
し
て
、

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
て
、

寄
附
を
募
っ
て
い
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

本
市
の
未
来
を
創
造
す
る
若
者

は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
チ
ケ
ッ
ト
も
、
申

込
み
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・
ご
変
更
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で

15
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方
。
市

内
外
を
問
わ
ず
。）

【
採
択
件
数
】

３
件
程
度

【
補
助
額
】

１
件
あ
た
り
30
万
円
を
上
限

（
18
歳
未
満
の
方
に
は
10
万
円

を
上
限
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
企
画
部
政
策
調
整
課

☎
０
８
０（
４
４
２
９
）６
２
５
３

（
お
だ
わ
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
）

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

ＢＬＵＥ ＧＯＬＦ＆ＣＯＦＦＥＥ ＯＤＡＷＡＲＡ 柳川二郎 小田原市小八幡
７８１－１

070-6465-
2982 インドアゴルフ施設

AMC 岸　賢一 小田原市中曽根
２３２－４

0465-37-
7654

オートバイ、車の販売、メンテナンス、
薪ストーブの開発、メンテナンス

㈱S’MORE 村瀬佑弥 愛知県名古屋市
港区当知３－３２０６

090-6464-
3257

SNS運用代行及び
コンサルティング

㈱広小路魚籐 高橋邦明 小田原市栄町
３丁目８－１５

0465-22-
2348 魚料理店、鮮魚卸

㈱イ－エスエス 鈴木貴義 小田原市南鴨宮
３丁目４９－１５

0465-25-
4995 ITサービス

CoComi～ha 勝俣孔美 小田原市風祭
２２４－３

0465-20-
5709 飲食業

㈱眞栄土木 石橋信秀 小田原市国府津
２丁目７－１３

0465-20-
5975 鉄道土木

㈱レオパレス２１ 金田広道 東京都町田市
森野１丁目２６－２１

050-2016-
2052 不動産業

WACLASS㈱ 陳　正堂 東京都港区赤坂
１丁目１４－５

03-6278-
8636

不動産業及び
ホテル運営業

㈱オフグリッドフィールド 廣里成隆 小田原市栄町
１丁目１６－３７

080-2524-
0836

モバイルハウスの
販売、レンタル事業

㈱SL Creations 湘南 山口祐之 厚木市長谷
２６０－２１

046-247-
5311

冷凍食品の販売、
置き型社食サービス

ペットホーム　リロ 相澤敦子 小田原市栄町
１丁目１６－１０

080-6606-
0030

ペットホテル、
ペットシッター

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

ト
イ
レ
整
備
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
快
適
な
来
店

環
境
を
醸
成
し
た
㈱
柏
木
美
術
鋳
物
研
究
所

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

マ
イ
ナ
保
険
証

学
校
行
事
や
保
育
園
へ
の

提
出
時
の
対
応
に
つ
い
て

小
田
原
市

チ
ケ
ッ
ト
割
引
サ
ー
ビ
ス

チ
ケ
ッ
ト
割
引
サ
ー
ビ
ス
のの
ご
案
内

ご
案
内

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
若
者
応
援
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

「
若
者
応
援
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

ご
応
募
に
つ
い
て
へ
の

会
員
限
定

知
ら
な
い
と
損

知
ら
な
い
と
損
！！

雇
用
関
係
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー

雇
用
関
係
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
開
催
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
開
催
の
ご
案
内

補
助
金
活
用
事
例

ト
イ
レ
整
備
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で

ト
イ
レ
整
備
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で

快
適
な
来
店
環
境
を
醸
成
で
き
ま
し
た

快
適
な
来
店
環
境
を
醸
成
で
き
ま
し
た
！！

㈱
柏
木
美
術
鋳
物
研
究
所

㈱
柏
木
美
術
鋳
物
研
究
所

　
　
代
表
取
締
役
　
柏
木
照
之
氏

　
　
代
表
取
締
役
　
柏
木
照
之
氏

お申し込みは
こちら

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



令和７年５月20日 （毎月１回20日発行） 第　735　号（4）

昨年の箱根をどりの様子
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×
×
×
×
×
×
×
×
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— 管内定期情報 —
調査項目 調査月 数　値 対前月比 対前年

同月比
資料
提供

小
田
原
市

人　口 4月1日
現　在 185,293 人 △ 67 人 △ 1,515 人 小

田
原
市世帯数 4月1日

現　在 85,965 世帯 287 世帯 1,868 世帯

箱
根
町

人　口 4月1日
現　在 10,816 人 △ 14 人 △ 121 人 箱

根
町世帯数 4月1日

現　在 6,530 世帯 23 世帯 157 世帯

求
人
求
職
状
況

求人
倍率 3月分 0.92 △ 0.04 0.07

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有　効
求人数 3月分 2,736 人 △ 40 人 127 人

有　効
求職数 3月分 2,982 人 85 人 △ 77 人

天 守 閣
入場者数 3月 65,254 人 13,661 人 △ 5,209 人 小田原市

観光協会

　
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
、
芸

者
衆
の
踊
り
や
唄
な
ど
日
々
の

お
稽
古
の
集
大
成
を
皆
様
に
披

露
す
る
、
箱
根
湯
本
芸
能
組
合

芸
者
衆
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
経

験
豊
富
な
お
姉
さ
ん

か
ら
、
若
手
き
ら
り

妓
ま
で
舞
台
に
上
が

り
ま
す
。

　
芸
者
衆
の
年
に
１

度
の
晴
れ
の
舞
台
、

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
！

【
日
時
】

６
月
14
日（
土
）

10
時
30
分
～
、
12
時

30
分
～
、
14
時
30
分

～（
各
回
約
１
時
間
）

【
場
所
】

箱
根
湯
本
見
番

【
料
金
】

お
一
人
様

５
０
０
０
円

（
チ
ケ
ッ
ト
は
見
番
に
電
話
に

て
予
約
受
付
中
）

【
お
問
合
せ
】

箱
根
湯
本
芸
能
組
合

☎
０
４
６
０（
85
）５
３
３
８

　
箱
根
の
人
気
観
光
ル
ー
ト
で

あ
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
施
設
が
、

こ
の
た
び
相
次
い
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
㈱
小
田
急
箱
根
が
展
開
す
る​

『
箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
』
大
涌

谷
駅
前
広
場
は
、「
ち
き
ゅ
う

の
谷
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
展
望
テ
ラ
ス
、
カ

フ
ェ
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
眺
望

と
と
も
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
が

楽
し
め
る
空
間
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
、
大
涌
谷
の
噴
煙
や
雄
大

な
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

絶
景
の
舞
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
㈱
西
武
・
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
ズ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
が

展
開
す
る
『
箱
根
駒
ケ
岳
ロ
ー

　
現
在
、
小
田
原
市
で
は
、
美

し
い
ま
ち
な
み
景
観
と
賑
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
、
公
開
性
・

視
認
性
が
あ
り
、
質
の
高
い
緑

プ
ウ
ェ
ー
』
で
は
、
箱
根
駒
ヶ

岳
山
頂
の
展
望
広
場
を
『
箱
根

駒
ヶ
岳
芦
ノ
ソ
ラ
』
と
し
て
２

０
２
５
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
。
展
望
デ
ッ
キ
か

ら
は
、
眼
下
に
広
が
る
芦
ノ
湖

と
箱
根
外
輪
山
、
遠
方
に
は
駿

河
湾
を
望
み
地
面
か
ら
約
３
ｍ

の
突
き
出
し
デ
ッ
キ
で
は
浮
遊

感
と
共
に
絶
景
を
味
わ
え
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し

た
駅
施
設
の
進
化
は
、
箱
根
エ

リ
ア
の
魅
力
向
上
と
観
光
体
験

の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

化
を
す
る
方
に
対
し
て
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
を
し
て
い

ま
す
。

◦
助
成
金
額

緑
化
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
た
だ
し
、
15
万
円
を
上
限
）

◦
対
象

緑
被
率
の
低
い
小
田
原
駅
周
辺

の
「
ま
ち
な
か
緑
化
推
進
エ
リ

ア
」
内
の
道
路
に
沿
っ
た
地
上

部
分
の
緑
化
、
公
共
の
場
か
ら

見
え
る
壁
面
の
緑
化
、
一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
る
屋
上
の
緑
化

◦
最
低
面
積

１
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

◦
受
付
期
間

令
和
８
年
１
月
末
日

◦
募
集
件
数

約
４
件
程
度
（
先
着
順
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
み
ど
り
公
園
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
５
８
４

　
今
年
度
の
小
田
原
箱
根
商
工

会
議
所
に
よ
る
定
期
健
康
診
断

は
、
小
田
原
卸
商
業
団
地
協
同

組
合
と
箱
根
町
仙
石
原
文
化
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
神

奈
川
県
厚
生
連
に
よ
る
巡
回
健

診
の
実
施
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
田
原
駅
周
辺
で
の

受
診
を
希
望
す
る
事
業
所
向
け

に
は
、
小
田
原
箱
根
健
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
て
実
施
を
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
会
員
限
定
価
格
で

の
受
診
が
可
能
で
す
。
各
事
業

所
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
健
診
の

受
診
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お

申
込
み
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D
• D

箱箱  

根根  

＆＆

小小  
田田  

原原

ちきゅうの谷 芦ノソラ

合同入社式の様子

ま
ち
な
か
緑
化
助
成
事
業
を
利
用

し
た
事
例

　
神
奈
川
県
で
は
、
各
種
申
請

手
続
き
の
手
数
料
等
の
支
払
い

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　​

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
）、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
二
次
元
コ
ー

ド
決
済
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
ｄ

払
い
、
メ
ル
ペ
イ
な
ど
）
が
利

用
可
能
で
す
。​

　
県
収
入
証
紙
は
令
和
８
年
３

月
末
で
利
用
終
了
予
定
で
、
順

次
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ
移
行
中

で
す
。​

詳
細
は
県
公
式
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。​

の
が
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
、

新
入
社
員
を
地
域
全
体
で
祝

福
・
歓
迎
し
、
１
日
で
も
早
く

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
頂
け
る
場
に
な
れ
ば
と
い
う

考
え
で
毎
年
実
施
を
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
１
２
７
名
の
新

入
社
員
が
参
加
を
実
施
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
市

長
・
副
町
長
に
も
来
賓
と
し
て

ご
出
席
し
て
頂
き
新
入
社
員
を

精
一
杯
に
祝
福
・
歓
迎
し
ま
し

た
。

　
４
月
３
日（
木
）、
小
田
原
お

堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

に
て
令
和
７
年
度
の
小
田
原
箱

根
商
工
会
議
所
合
同
入
社
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
合
同
入

社
式
は
、
中
小
・
零
細
事
業
者

に
お
い
て
は
、
入
社
式
そ
の
も

【
目
的
】

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
の

認
知
度
や
利
用
度
、
要
望
等
を

お
聞
き
し
会
員
満
足
度
を
高
め

ま
す
。

【
調
査
方
法
】

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
答
フ
ォ
ー
ム
（
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
）
又
は
先
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

送
り
し
ま
し
た
調
査
票
（
今
月

号
の
会
報
誌
に
も
同
内
容
の
も

の
を
同
封
し
て
い
ま
す
）
の
回

答
票
に
ご
記
入
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
に
て
ご
回
答
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

令
和
７
年
６
月
20
日（
金
）

〜まちなか緑化の推進にご協力を〜〜まちなか緑化の推進にご協力を〜

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

「「
箱
根
を

箱
根
を
ど
り
ど
り
」」開
催
開
催

年
に
一
度
の
芸
者
衆
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

年
に
一
度
の
芸
者
衆
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

６
月
14
日
㈯

箱根ロープウェイ・
箱根駒ヶ岳ロープウェー
の駅施設が相次いで
リニューアル

2025年度2025年度
定期健康診断定期健康診断
の実施についての実施について

合
同
入
社
式
を
開
催

令
和
７
年
度新

社
会
人
を
地
域
全
体
で
祝
福
し
ま
し
た

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
員
満
足
度
調
査

会
員
満
足
度
調
査
にに

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

県の各種申請県の各種申請
手数料支払が手数料支払が
キャッシュレスキャッシュレス
に対応に対応

小田原市小田原市
まちなか緑化まちなか緑化　　助成事業助成事業

（4月3日）

人と医療の間に「全て孝
こう

徳
とく

孝
こう

恩
おん

」
（第43回母指堂標語）

鍼灸
　指圧
　　接骨
安心の保険診療 交通事故 労災 鍼灸指圧接骨の適応症
専門医連携の責任診療 骨折 脱臼 捻挫 打撲 肉離れ

Tel. 0465-66-5544　　朝８時～夜８時
●アクセス●
小田原駅東口⑦番バス国府津行
「小田原東高」停留所　P50台
●診療項目●
 鍼灸マッサージ　整骨　整体　矯正
カイロプラクティック　オステオパシー
      　　　医薬品登録販売者エコー検査

笑 顔 の 輝 き笑 顔 の 輝 き
笑顔は疲れた人には
休養、失意の人には
光明、悲しむ人には
太陽の輝きとなる
我が心にも希望が湧
き闘志を燃やせる

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

後継ぎ教育、先送りしていませんか？
マネジメントスクールマネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記まで
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311� mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 10名
2025年5月〜2027年2月　随時募集
毎月第2火曜日　18：30〜20：30

税理士法人エナリ　（株）ブレイン・スタッフ


